
人間と性をめぐる教育と文化の総合情報誌

季刊セクシュアリティ

企画編集：“人間と性”教育研究協議会 年5冊（4月     ・7月・10月・1月）発行増刊号
通常号

年間購読料　定価8.580円（税込）
通常号 定価1,650円（税込）
増刊号 定価1.980円（税込）

定期購読開始　　　　号より バックナンバーの注文 号数を記入→

氏　名

住　所（送付・請求宛先）

電話番号 職業

〒
＊定期購読は送料無料でお届けいたします

■次号　２０25年1月号　119号　特集▶いま「家族」の意味を問う（仮）

包括的性教育をともに創っていきましょう
『季刊セクシュアリティ』は、性教協（“人間と性”教育研究協議会）のメンバーが編集委員となって
作っています。性・セクシュアリティにかかわる世界と日本の情報、包括的性教育の理論と実践
をお届けする、国内唯一の定期刊行誌です。
あらためて性の学びの必要性がクローズアップされている今、多様性を前提に、ジェンダー平等
と人権尊重を基盤とした包括的性教育の重要性はいっそう増しています。本誌を舞台に、多彩で
豊かな交流を通じて、包括的性教育の創造をともに進めていきましょう。

水野哲夫（本誌編集長、性教協代表幹事）
雑誌の詳細は　http://www.seikyokyo.org/ へアクセス！＊定期購読は送料無料です

最新号

◀メール Amazon▶
sexuality@eidell.co.jp 『季刊SEXUALITY』で検索

118No. 男子ってなんでそうなの？ どうしたらいいの？特集▶
Oct.2024

TEL：03-3234-4641／FAX：03-3234-4644

◀最新号のご注文は▶

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-9
発行：

■「男子問題」にどう向き合うか？ 多賀 太

■わが国の男性運動の歴史と今後の課題 大山 治彦

■トランスジェンダーと男性が解放される日 周司 あきら

■多様で格差ある男子に向かう性暴力の教育 イダ ヒロユキ

【中学校】

■「男らしさ」を脱ぎ捨てて自分を取り戻す性教育を！ 高橋 勤子

　【高等学校】

■男子校でジェンダー・性教育に取り組んできて 片田 孫 朝日

■これからを生きる男の子と一緒に読みたい絵本 八尋

■性暴力を認知できない感受性に抗うために 太田 啓子

■私にとっての「男性の性と生の共生力」
村瀬 幸浩・聞き手  堀川 修平 ■「君は彼女いたことないの？

　女性と性行為したこと、ないの？」　 れいすいき

■レイプカルチャーとしての「ホモ」ネタ文化
　～ジャニーズの性暴力問題から 熱田 敬子

■ウィークネス・フォビア&エフェミナシー・フォビア
　―戦争と少年が見せた二つの嫌悪 内田 雅克

【小学校】

■本当に自分の好きな色を選ぶ～ピンクの歴史 星野 俊樹

【特別支援学校】

■知的障害のある男の子の思春期の悩みに向き合う
　～自閉症児が教えてくれたこと～ 岡野 さえ子
【助産師】

■助産師が行う男子校での性教育実践 櫻井 裕子

■性教育で「男」について語ることとは
　 村末 勇介・山崎 比呂志・貴志 泉・聞き手  堀川 修平

■幼児期の性教育の取り組み 岩月 達郎

【論　考】

【インタビュー】

【実　践】

【実　践】

【座談会】

【コラム】

https://www.amazon.co.jp/dp/B0DJQ9T49Y
mailto:sexuality@eidell.co.jp


年間購読料　定価8.580円（税込）
通常号 定価1,650円（税込）
増刊号 定価1.980円（税込）人間と性をめぐる教育と文化の総合情報誌

季刊セクシュアリティ 企画編集：“人間と性”教育研究協議会
年5冊（4月     ・7月・10月・1月）発行増刊号

通常号

定期購読開始　　　　号より バックナンバーの注文 号数を記入→

氏　名

住　所（送付・請求宛先）
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〒

TEL：03-3234-4641／FAX：03-3234-4644〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-9
発行：

＊定期購読は送料無料でお届けいたします

最新号 118No.Oct.2024

◀メール FAX▼
sexuality@eidell.co.jp 03-3234-4644

◀定期購読のお申し込みは▶

男子ってなんでそうなの？ どうしたらいいの？特集▶

増刊号

増刊号

増刊号

増刊号

増刊号

増刊号
増刊号

増刊号

増刊号

72号 性教育実践のためのキーワード51
73号 〝性の権利〟ってなに？～脱貧困・脱暴力から平和へ
74号 学びの場における多様性と人権
75号  沖縄から学ぶ―「平和と性の権利」の実践をつくる
76号 家族を学ぶ
77号 「道徳」と性教育
78号 セーフティネットとしての性教育
79号 子どもの貧困と性教育の可能性
80号  性教育実践 2017
81号 法の中の性、そして性教育
82号 「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」を活かす
83号 子どもに関わるすべてのおとなに必要な性の理解と取り組み
84号 学校で性教育をはじめるために　その1
85号  高齢期の性と生を拓く
86号 学校で性教育をはじめるために　その2
87号 子どもの生きづらさと性と生

88号 君たちは〈性〉をどう生きるか
89号 東京都における性教育をめぐる新たな動き
90号  障害のある人たちの包括的セクシュアリティ教育
91号 今こそ性の学びの協働を！
92号 「性教育の手引」（東京都）の到達点と課題
93号 SNSと性に向き合う
94号 性教育と法の関係が丸ごとわかる事典
95号  性教育実践 2020
96号 包括的性教育を実践する力をつける
97号 オリンピック・パラリンピックと〈性〉
98号 生活から「性の多様性」を学ぶ
99号 助産師と包括的性教育―サークルを基盤に、「ガイダンス」を学んで―

100 号  人権を基盤とした包括的性教育を！
　　　　～創刊100号をあらたなスタート地点として～

101号 性教育・性教協の「今」─性教恊設立40年─
102 号 「暴力と安全確保」を学ぶ

103号 包括的性教育をすすめるためのキーワード63
104号 「生理の貧困」から「生理の尊厳」へ
105号  性教育実践 2022
106号 世界の性教育のつくりかた
107 号 SRHRは「からだの権利」
108 号 絵本で学ぶ性の権利と多様性
109 号 社会科領域でとりくむ性教育
110 号  性教協設立40周年記念事業報告特集号
　　　　～性教育でつながる、変わる、広がる未来～

111 号 バッシングに抗して30年、性教育の未来をひらく
112 号 アート×性×人権
113号 性の多様性と子どもの「居場所」
114号 若者が発信する性のリアル
115号  性教育実践 2024
116号 はじめませんか？ からだの権利教育
117 号 10歳に伝える“家族ってなんだろう？”Q&A41

mailto:sexuality@eidell.co.jp

